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45 分ではたいしたことが話せないので、本当に「さわり」だけです。関心がある方はブースまで。

ドキュメント翻訳の例

10 月 18 日(日本時間では 19 日)、Ubuntu 12.10 Quantal Quetzal がリリースされました。リリー

スに合わせてリリースノートが出ますが、リリース直前はおろか、リリース後にも原文が変更される

ので、18 日深夜に必死で翻訳をしました (そのへんの様子は http://togetter.com/li/392260 に)。

Ubuntu 12.10 リリースノート中の、UbuntuDesktop の説明。

上: 原文 (https://wiki.ubuntu.com/QuantalQuetzal/ReleaseNotes/UbuntuDesktop)

下: 日本語訳 (https://wiki.ubuntu.com/QuantalQuetzal/ReleaseNotes/ja/UbuntuDesktop)

Ubuntu リリースノートの場合は、ほぼ内容が固まってから翻訳するのですが、通常のマニュアル

類などは原文が絶えず更新されているため、「訳を最新に保つ」ための労力が大きくなります。この

ような労力を軽減できるよう、po4a のような翻訳支援ツールがいくつかあります。

UI (ユーザーインターフェース) 翻訳の例

GNOME 上海 (gnome-mahjongg) のウィンドウの表示を例にとります。GNOME 上海は国際化さ

れており、「英語版」「日本語版」といった区別はありません。同じ GNOME 上海でも、英語環境で

起動すれば英語表示に、日本語環境で起動すれば日本語表示になります。 (裏に続く)



プログラムソースは以下のようになっています。(gnome-mahjongg/src/gnome-mahjongg.vala)

        window = new Gtk.ApplicationWindow (this); 

        window.title = _("Mahjongg"); 

(略)

        var label = new Gtk.Label (_("Moves Left:")); 

さらに、以下のような翻訳ファイル (メッセージカタログ; po/ja.po) があります。gettext で国際化さ

れたプログラムでは、このようにプログラムソースと翻訳を分離しています。

msgid "Mahjongg" 

msgstr "GNOME 上海" 

msgid "Moves Left:" 

msgstr "取れる牌の組:" 

翻訳作業はどのようにおこなわれているか

作業方法はプロジェクト毎にさまざまです。

GNOME の場合は、翻訳者が po ファイルを直接編集して、damned-lies という web システムに

アップロードしています。

Damned-lies: http://l10n.gnome.org/

Ubuntu では Launchpad Translations という web システムを使い、メッセージ単位で web 

フォームに訳を入力していきます。

Launchpad Translations: https://translations.launchpad.net/

GNOME と Ubuntu については、それぞれ Ubuntu Magazine Japan vol.08 と vol.09 に、翻訳に

関する記事があります。(vol.08 は PDF が無料公開されています: 

http://ubuntu.asciimw.jp/elem/000/000/010/10503/)

そのほか、今日の出展団体では、PostgreSQL  は po ファイルを直接編集、OpenStreetMap は 

translatewiki.net を使っています (JOSM のユーザーインターフェースは Launchpad です)。
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